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⽣活道路では抜け道として利⽤する⾞やスピードを出す⾞によって、交通事故や危険状況が発⽣する等
の問題があり、交通安全の確保が強く求められています。これまで交通安全対策を進められてきましたが、効
果的な対策を打つには様々な課題があります。

✔課題①︓抜け道利⽤やスピード超過等、対策すべき課題箇所がデータで分からない。
✔課題②︓⼿順や⼿法が分からなく、効果的な安全対策を検討することが難しい。
✔課題③︓住⺠との合意形成が難しく、対策が進まない。

︕︕道路安全診断は、このような課題の解決に向け、専⾨家が技術的に⽀援します。︕︕

◆交通事故件数の推移 ◆通学路での危険状況

通学路等、⾝近な道路で危険が発⽣しています。
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背景

【⽣活道路の危険状況】

道路安全診断を導⼊するメリット

■道路安全診断に関する詳細は、『道路安全診断ガイドライン（案）2018年7⽉27⽇』をご覧ください。
⇒インターネットで 道路安全診断 と検索

✔メリット①︓科学的データ分析に基づき、抜け道やスピード超過の箇所を明確にします。
✔メリット②︓技術基準やマニュアルに基づき、地域の課題を解決する対策を⽴案します。
✔メリット③︓専⾨家が助⾔し、地域住⺠との円滑な合意形成を⽀援します。

⽣活道路の交通事故は⽐較的減っていません。

◆科学的データ分析事例

案1）交差点⼊⼝ハンプ 案2）交差点⼊⼝ハンプ
+スムース横断歩道

科学的分析により、⽣活道路に流⼊する
通過交通の発⽣時間、発⽣要因を明確化

地域の課題を解決する対策を⽴案
案3）連続ハンプ

（50m間隔）

◆対策⽴案



交通安全対策検討では、PDCAサイクルを循環させ、実施状況の照査、フォローアップを⾏うことが重要です。
そこで、道路安全診断では、交通安全対策案に対して診断を⾏います。
さらに必要に応じて、対象箇所の選定、対策の詳細設計・実施、効果評価に対しても診断を実施し、
「技術的助⾔」を⾏います。

2

道路安全診断の基本的な実施⽅法

•候補エリアの概略把握
•診断実施の有効性
•対象設定等の⽅針、根拠

対策実施者
（対策エリアの道路管理者等） 道路安全診断チーム

道路安全診断

•現地踏査
•地域の声収集
• プローブデータ分析など
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•事故要因特定の妥当性
•有効な対策案候補
•対策案の相乗効果
•対策案の副作⽤
•その他の配慮事項等

道路安全診断

•⾯/線/地点対策、各種デバイス設置
•交通規制の導⼊
•合意形成⼿法の検討
•周縁幹線道路対策の統合的検討
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•合意形成⼿法
•広報⼿段
•対策実施前の各種調査

道路安全診断

•社会実験、合意形成など
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•数量、規模、概算事業費の想定

5 •詳細設計の内容
•広報⼿段
•事前調査⽅法

道路安全診断
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7

対策⽴案

事故要因の特定

対象エリアの設定・選定

市⺠参加

対策案の詳細設計

対策の実施

効果把握・追加対策検討

PD
CA
サ
イク
ル

（必要に応じて実施）

（必要に応じて実施）

（必要に応じて実施）

•事後調査⽅法
•効果の評価結果
•追加対策の必要性

道路安全診断

（必要に応じて実施）

助 ⾔

助 ⾔

助 ⾔

助 ⾔

助 ⾔

助 ⾔



実施された対策について、効果の把握を⾏った。

道路安全診断の提案を受けて、道路管理者と警察が連携して
対策内容を決定し、地元協議を踏まえ、対策を実施した。

国⼟交通省千葉国道事務所で平成28年度より実施している「道路安全診断（試⾏）」を紹介します。
道路安全診断の実施事例
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道路管理者が選定した対象エリアについて、
診断実施の有効性や対象設定の⽅針・根拠等を
確認し、エリアの課題把握に向けた助⾔を⾏う。

3 机上会議｜対策案の診断・確認
対策策定に必要な科学的分析や道路管理者が
検討した対策メニューを確認し、有効な対策案を
提案する。

7 机上・現地｜対策効果の評価

道路管理者が作成したエリアの危険挙動を整理し
た資料を確認しつつ、現場にて事故要因等の妥当
性を確認する。また、対策案策定に向けた各種調
査を提案するとともに、対策候補案を検討する。

1 机上会議｜候補エリアの概略把握 2 現地診断｜事故要因の特定

◆現地診断結果および対策候補案

道路管理者による対策実施（千葉県船橋市習志野台地区）

◆机上会議⾵景

◆科学的分析により幹線・⽣活道路の所要時間を⽐較

◆地元協議により3連ハンプが採⽤された）
スムース横断歩道

（棄却）
ハンプ
（採⽤）ハンプ

（採⽤）

ハンプ
（採⽤）

ハンプ設置状況

7.1% 15.5% 23.8% 35.1% 18.5%

10.7% 16.7% 33.7% 32.5% 6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対策前

◆対策前後の平均速度割合の⽐較

対策1年後

速度超過割合が約15％減少
2.8%

2.4%

対策前 対策後

◆対策前後の⾛⾏台数の変化

約14％減少

◆有効な対策を提案
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（近接する国道を基準とした
流⼊交通量の変化）



⼀般社団法⼈ 交通⼯学研究会
〒101-0054 東京都千代⽥区神⽥錦町3-23
http://www.jste.or.jp/
問合せ︓道路安全診断事務局 E-mail:rsaj@jste.or.jp
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道路・交通安全の専⾨家（学識経験者等）が地域の課題、安全対策について技術的アドバイスを⾏う
仕組みであり、地域住⺠と問題を共有し、地域特性に即したより効果的な安全対策の提案を⾏うものです。

交通⼯学研究会では、道路・交通安全の専⾨家（学識経験者等）を派遣し、マニュアル※等に基づいた
技術的アドバイスを⾏います。

道路安全診断とは︖

道路安全診断の問合せ

⇒インターネットで 道路安全診断 と検索

ああ

地域協議の
円滑化

⾃治会の
交通安全組織
（地域住⺠）

通学路合同点検
(PTA,学校等)

地元

道路安全診断
（技術的アドバイス）

警察 ⾃治体 幹線道路
管理者

道路安全診断チーム
（道路・交通安全の専⾨家）

関係機関

地域課題に即した
安全対策の提案

＜道路安全診断イメージ＞

■専門家の派遣(技術的助言)

自治体等の対策実施者
道路管理者、警察、
設計者

診断
(助言・提言)

要請
(一社)交通工学研究会
道路安全診断事務局

選出

道路・交通安全の専門家
(学識経験者等)

※交通⼯学研究会では⽣活道路における対策の検討、実施の進め⽅や留意点をまとめた「⽣活道路のゾー
ン対策マニュアル」を発⾏しており、⾃治体等からの要望に応じて説明、講演等を⾏うことが可能です。

■道路安全診断に関する詳細は、『道路安全診断ガイドライン（案）2018年7⽉27⽇』をご覧ください。


